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　思えば、筑紫丘高
校在籍から、既に永
い時間が流れ「彫刻
原型」はわがアトリ
エに現存中なので
作品の忘却は有り
得ませんが、それに
まつわる種々の事
情、記憶が疎くなっ
ていることは否め
ません。美術は文
明・文化を彩り、人
類史の密度を高め
てきたことはいう
までもないことで
しょう。美術教養
において表現と鑑

賞を通じ感情・感覚・知性、それらの統一を図
り創造性・生産性の助長へと導こうとする、人間
育成にとって重要な教科であると信じ、授業・部
活動に励み、さすがに筑高生、各種の高美展で
県下最上級の成績を果たしてくれました。また、
運動会のパネルなど、美術性とは程遠くエス
キースの段階で革新的に指導を行い、許可を得
た物のみ大パネルへの実制作を行わせ、レベル
アップにつなげました。私の諸々の活動の成果
をよく評価していただいた先生方の存在あって
こその「丘に立つ」像の実現に至ったのです。
　異動した直後に記念像制作依頼の電話があり、
その内容はブロンズには到底転換不可能な条件
でした。丁寧にせん無しの旨を告げたことでし
た。
　２年後、再度新たに依頼を受け何とか出来る
と「筑高体操」をテーマにとの受託と相成り、
ビデオ考察を数度継続。確かに特異なスタイル
を持った体操だ－私はそこで彫刻的モニュマン
タリティにふさわしいポーズ少なしと見たので
す。律動性豊かなバロック美術を好む私は熟慮
に漬り「槍投げ」を形式化したポーズの象徴化
に努めようとの決意に至ったのです。
　せっかく、永遠なるモニュメントを創るなら、
力強い体操のポーズに筑紫丘高校の校風にふさ
わしく精神性・思想性を内包した美しい美術品
として出来るだけ高次の様相へ昇華させようと
努め、数歩先んじた高みを踏破する名門筑紫丘
高校のイメージ、「丘」その丘には際限なく開か
れた未来への滋養を湛え、時間は常に止まるを
知らず、清麗なる大気、果てしない青空に夢を
はらんだ白い雲、不意の素足は大地を踏みしめ、
不意の瞳は輝き天を指差し、思いを凝視する、
 昂 ぶる胸の鼓動、浮かび上がるいくつもの未来
たか

の物語に勇躍する。といった内なる筑高魂のメ
タファ的風景をりりしい美しい若い姿体で表出
し「丘に立つ」と題付けしたのです。
　踏んばった足、伸ばした足、真っ直ぐ天を差
した腕で暗示する三角形により安定感を与える
コンポジションを示し、気品を落とさないよう
に、筋肉が示す部分部分のマッスを、スパイラ
ルを意識し、集積させ、強調と省略を加えなが
らコンストラクトとした。
　そこに生き生きと息づくムーブマンを見てほ
しいものです。
　槍投げのポーズも選手それぞれにまちまちで
しょう。絶対的ポーズは決定づけられないはず
です。体操の中でも実際的な槍投げではなく様
式化したものでしょう。実際の競技に臨む場合、
必死の状況では出発点で大
声とともにとっさに槍を天
空を差すように揚げ突進し
て行くのです。ご理解を
持って鑑賞してやってくだ
さい。
（昭和54年４月〜同59年３
月・筑紫丘高美術教師、日展
審査員、76歳）
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ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃

よ
り
同
窓
会
活
動
に
温
か
い
ご
理

解
と
ご
支
援
を
賜
り
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

近
年
、
本
部
、
支
部
の
活
動
は

多
岐
多
様
に
わ
た
り
、
総
会
を
は

じ
め
各
種
行
事
へ
の
参
加
者
は
増

加
傾
向
に
あ
る
と
と
も
に
、
各
年

代
層
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
着
実
な
活
動
の
前
進
は
、
常

任
幹
事
、
支
部
役
員
、
学
年
幹
事

ほ
か
、
皆
様
の
ご
尽
力
の
お
か
げ

だ
と
、
役
員
一
同
感
謝
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
母
校
の
発
展
は
目
覚
ま

し
い
も
の
が
あ
り
、
筑
高
の
伝
統

を
守
り
つ
つ
、
県
下
屈
指
の
進
学

校
に
躍
進
し
て
お
り
ま
す
。
特
に

昨
年
の
大
学
入
試
に
お
い
て
は
、

難
関
校
の
合
格
者
数
は
従
来
の
記

録
を
大
き
く
塗
り
替
え
る
快
挙
と

な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
在
校
生

達
の
活
躍
、
母
校
の
発
展
は
、
同

窓
生
に
と
っ
て
誠
に
喜
ば
し
く
誇

り
に
思
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
母
校
の
発
展
と
は
裏
腹

に
、
学
び
舎
で
あ
る
校
舎
は
、
建

築
後　

〜　

年
を
経
過
し
老
朽
化

４０

５０

が
進
む
な
ど
、
教
育
環
境
は
悪
化

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

　

今
日
、　

世
紀
を
担
う
新
し
い

２１

有
為
な
人
材
を
育
成
す
る
に
ふ
さ

わ
し
い
教
育
環
境
の
整
備
が
、
学

校
関
係
者
の
一
致
し
た
願
い
で
あ

り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
一
昨
年
、

学
校
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
母

校
の
校
舎
全
面
改
築
促
進
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
早
期
実

現
に
向
け
て
活
動
を
開
始
し
ま
し

た
。
昨
年
は
、
学
校
校
舎
全
面
改

築
に
関
す
る
「
陳
情
書
」
を
取
り

ま
と
め
て
、
県
知
事
、
教
育
長
に

手
交
し
、
早
期
実
現
の
要
請
を
行

い
ま
し
た
。
現
在
は
、
学
校
関
係

者
の
知
恵
を
集
め
基
本
構
想
の
検

討
を
進
め
て
お
り
、
ま
と
ま
り
次

第
、
県
当
局
に
提
示
し
、
早
期
実

現
に
向
け
て
の
弾
み
に
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
は
学
校
創
立　

２９

９０

周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
節
目
ま

で
に
は
、
取
り
組
み
が
大
き
く
前

進
し
ま
す
よ
う
引
き
続
き
関
係
者

の
力
を
結
集
し
、
活
動
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
の

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
も
役
員
・
常
任
幹
事
一
同
、

同
窓
会
並
び
に
母
校
の
発
展
の
た

め
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
一

同窓会HP
「QRコード」

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
日
頃

よ
り
筑
紫
丘
高
校
へ
の
物
心
両
面

の
ご
支
援
と
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
、
筑
紫
丘
高
校
は
創
立　
８８

年
目
を
迎
え
ま
す
。
人
間
に
例
え

れ
ば
米
寿
の
お
祝
い
と
な
り
ま
す
。

こ
の
間
、
本
校
で
学
ば
れ
た
諸
先

輩
方
が
己
の
力
量
を
高
め
る
た
め

に 
切  
磋  
琢  
磨 
し
て
こ
ら
れ
た
努

せ
っ 
さ 
た
く 
ま

力
が
、
毎
年
新
た
な
年
輪
と
な
っ

て
重
ね
ら
れ
、
本
校
は
大
地
に

し
っ
か
り
と
根
ざ
し
た
大
木
に
成

長
。
日
本
中
か
ら
そ
の
名
を
知
ら

れ
る
名
門
校
と
し
て
の
地
位
を
確

立
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
母
校
愛
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
在
校
生
や
卒

業
生
が
自
ら
を
育
ん
で
く
れ
た
学

校
文
化
や
恩
師
に
対
す
る
尊
敬
の

念
と
感
謝
の
気
持
ち
、
ま
た
仲
間

に
対
す
る
厚
い
友
情
な
ど
が
つ
く

る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

若
い
頃
に
は
気
付
か
な
か
っ
た
り
、

あ
ま
り
意
識
し
な
く
て
も
、
年
を

重
ね
て
か
ら
同
級
生
と
会
っ
て
高

校
時
代
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
た

り
、
人
生
の
な
か
で
苦
労
や
困
難

を
乗
り
切
っ
た
と
き
、
そ
の
原
動

力
が
高
校
時
代
に
培
わ
れ
た
と
い

う
思
い
に
至
れ
ば
、
高
ま
っ
て
い

く
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

母
校
愛
の
源
泉
は
、
授
業
よ
り

も
む
し
ろ
生
徒
た
ち
が
部
活
動
や

学
校
行
事
に
お
い
て
、
汗
を
か
き

涙
し
た
体
験
に
あ
り
ま
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
今
後
と
も
そ
う
し
た
体

験
の
場
で
あ
り
、
社
会
性
や
気
概

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
部
活
動

や
学
校
行
事
を
大
切
に
し
て
、
母

校
愛
に
あ
ふ
れ
る
同
級
生
が
数
多

く
排
出
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

母
校
は
か
け
が
え
の
な
い 
故 
ふ
る

 
郷 
で
す
。
遠
く
に
お
住
ま
い
の

さ
と方

も
、
故
郷
筑
紫
丘
を
訪
ね
て
く

だ
さ
い
。
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

き
っ
と
、
活
力
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ブロンズ記念像「丘に立つ」への
制作者の思い

　

平
成　

年
２
月　

日
、
学
校
・

２５

２７

同
窓
会
・
P
T
A
・
丘
上
会
（
P

T
A
役
員
O
B
会
）
の
四
者
で
組

織
さ
れ
た
本
会
は
平
成　

年
１
月

２６

　

日
、
小
川
知
事
・
杉
光
教
育
長

１４へ
陳
情
。
い
よ
い
よ
具
体
的
な
構

想
を
練
る
べ
く
同
年
８
月
１
日
に

「
企
画
部
会
」
を
立
ち
上
げ
、
部

会
長
に
稲
員
大
三
郎
氏
（
高　

）、
１５

副
部
会
長
に
井
本
宗
司
氏（
高　

）
２３

に
就
任
し
て
い
た
だ
き
、、
今
後

の
進
め
方
を
確
認
し
た
。

　

今
後
は
よ
り
専
門
的
な
検
討
を

行
う
べ
く
「
企
画
部
会
」
の
下
に

「
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
を
立

ち
上
げ
、、　

月　

日
に
開
催
。

１０

１４

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
作
成

に
向
け
て
調
査
・
研
究
を
進
め
て

い
く
こ
と
で
意
見
集
約
し
た
。

　

年
頭
に

あ
た
り
ご

あ
い
さ
つ

申
し
上
げ

　

同
窓
会

の
皆
様
、

明
け
ま
し

て
お
め
で

会
長　
 
門  
司 　

も
ん 
じ

 
稔 
み
の
る

年
頭
あ
い
さ
つ

広
が
る
交
流
の
場

　

平
成　

年
度
総
会
実
行
委
員
長

２７
船
越 
哲
朗（
高　

）
３８

ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
総
会
に
お
い
て
、

２６

岩
渕
穣
実
行
委
員
長
（
高　

）
か

３７

ら 
襷 
を
受
け
継
ぎ
、
開
催
が
近
づ

た
す
き

く
に
つ
れ
日
々
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。

　

平
成　

年
度
の
定
期
総
会
は
、

２７

５
月　

日
（
土
）、「
ホ
テ
ル
ニ
ュ

３０

ー
オ
ー
タ
ニ
博
多
」
４
階
鶴
の
間

に
て
、
多
く
の
関
係
者
の
方
々
の

お
力
添
え
の
お
か
げ
で
、
同
窓
の

皆
様
を
お
迎
え
で
き
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
。
開
始
時
刻
は
午
後
５

時　

分
で
す
。

３０

　

今
年
の
テ
ー
マ
は「
丘
友
」。
筑

紫
丘
で
過
ご
し
た
私
達
は
、
過
ご

し
た
期
間
は
３
年
間
で
す
が
、
そ

こ
か
ら
今
日
に
続
い
て
い
ま
す
。

卒
業
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
み

離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
て
も
、
そ
れ

か
ら
何
十
年
と
い
う
時
が
経
っ
て

い
て
も
、
再
会
す
る
と
何
だ
か
懐

か
し
く
ホ
ッ
と
す
る
よ
う
な
気
持

ち
に
な
れ
る
、
そ
ん
な
「
友
」
に

私
達
は
筑
紫
丘
で
出
会
っ
て
い
た

と
思
い
ま
す
。
丘
に
集
っ
た
私
達

は
、
永
く
友
で
あ
る
、
そ
ん
な
思

い
で
「
丘
友
」
の
言
葉
を
選
び
ま

し
た
。

　

サ
ブ
テ
ー
マ
で
も
あ
る
「
み
ん

な
に
会
え
て
よ
か
っ
た
」
と
ご
参

加
の
皆
様
に
思
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
定
期
総
会
づ
く
り
を　

回
３８

生
一
同
、
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

　

新
年
あ

け
ま
し
て

お
め
で
と

う
ご
ざ
い

層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

校
長　

上
原　

洋
祐

年
頭
あ
い
さ
つ

供
米
寿
僑を
迎
え
た
筑
高

テ
ー
マ
は「
丘
友
」

定
期
総
会
に

向
け
て

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
作
成

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
作
成
へへ

校
舎
全
面
改
築
促
進
期
成

校
舎
全
面
改
築
促
進
期
成
会会

高倉さんが制作した
「丘に立つ」像

台座正面の「創作
ダンス」レリーフ

高倉　準一
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印
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印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
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印
印
印
印
印
印
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印
印
印
印
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印
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印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

ま
な
ざ
し
が
向
い
て
い
た
の
は
、

卒
業
生
で
あ
っ
た
か
ら
で
し
ょ

う
か
。
平
成　

年
の
創
立　

周

１９

８０

年
記
念
事
業
の
骨
格
を
作
っ
て

同　

年
３
月
に
退
職
。

１７

　

退
職
後
は
地
元
那
珂
川
町
で

各
種
委
員
や
公
民
館
長
な
ど
の

地
域
活
動
を
続
け
て
お
ら
れ
ま

す
。

　

な
お
、
母
校
第　

代
校
長
末

２５

永
照
元
先
生
も
同
年
春
の
叙
勲

で
瑞
宝
小
綬
章
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

加
藤
久
嘉
（
定　

）
１５

出征日の丸
　井上勇氏は、筑中４年（当時１６歳）の昭和１８年１０月、志願して
予科練（海軍甲種飛行予科練習生１３期）に入隊。この時に筑紫
中学の先生方からいただいた寄せ書きの日の丸である。
　今村邦夫・井出利郎・花田主計・滝口英夫・古賀五郎・上野寿
人・川崎一郎・日野文男・臼井敏男・野口 司・小林孝三・柴田 
鎖・篠原三郎・八尋松次郎・的野 勝・鶴崎正男・吉田茂・古川録
郎・吉田周蔵・永嶋作市・内田・田中・湯浅 力（順不同・昭和１８
年９月２５日署名）
　また、この日の丸には特攻で出撃戦死した隊員の名前も井上
氏の手で書き加えられている。
　記念館には、もう一枚飛永堤氏（夜間・三宅中学１回生）が出
征に際して贈られた出征日の丸も保存している。

故　佐藤先輩に捧ぐ　　 井上   勇（筑中１４回）
　昭和２０年４月２６日、四国の詫間（たくま）海軍航空隊（香川県
水上基地）で、私（１７歳・飛行兵長）は初対面の士官（特攻隊）
から話しかけられ、自己紹介で筑中の先輩（中７回・２３歳の予
備学生）佐藤年正少尉と知りビックリ！ 士官舎で私の日章旗を
見て、とても喜ばれ、私はうれしかった。しかし、その３日後、
先輩の零式水上偵察機（偵察員・湯上二飛曹同乗）は２５０㎏爆弾
を固着。快晴の詫間基地から穏やかな海面に向かって発進！ 
　私達在隊員一同……現世と別れる体当り特攻機を悲しみの涙、
涙で見送った。  合掌
※ 水上機での特攻は、詫間航空隊の水心隊と北浦航空隊の魁
（さきがけ）隊が出撃、終戦まで２８機が飛び立った。　　　　

－平成２５年１１月２０日記－

吉田周蔵コレクション
　旧制筑紫中学校に勤務された吉田周蔵先生が、革製の旅行鞄
いっぱいに収集された絵はがきや案内地図類である。総数３,１５２
点。国内はもとより朝鮮半島、中国、台湾、南洋諸島、ロシア、
ヨーロッパ、アメリカなどの風景、名所、風俗、建物をはじめ、
大正天皇大喪儀や昭和天皇即位などの大きな行事の写真など明
治末期から昭和１０年代くらいまでのものが収集され、当時の暮
らしや軍政下の状況が記録された貴重な資料となっている。
　先生自らの収集はもちろん生徒にも呼びかけられたようで、
修学旅行と思われる行き先での絵はがきが寄贈生徒ごとにまと
められたものが多数交じっている。また、友人知人に海外など
から旅の便りで送られたものも相当数収集されている。
　吉田先生は、昭和３年３月３１日から昭和２３年１０月30日まで筑
紫中学校及び筑紫高等学校に勤務された地理の先生である。筑
中開校２年目から新制高等学校へ移行直後までの２０年間勤務さ
れた。その後、柳河女子高等学校（現伝習館高等学校）校長に転
じられ、昭和２８年４月１日田川高等学校長を最後に退職された。
　この絵はがきなどが寄贈されたいきさつは不明だが、同窓会
が平成元年から歴史資料の提供を呼びかけた際に寄贈を受けた
ものと思われる。

祝　
叙
勲日下

部
元
校
長
が
受
章

　

平
成　

年
秋
の
叙
勲
で
、
長

２６

年
の
教
育
功
労
が
認
め
ら
れ
、

日
下
部
成
邦
元
校
長
（
高　

）
１６

が
瑞
宝
小
綬
章
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

　

数
学
の
教
員
と
し
て
県
下
の

高
等
学
校
で
勤
務
し
、
平
成　
１１

年
に
筑
前
高
校
教
頭
か
ら
母
校

筑
紫
丘
高
校
教
頭
に
着
任
。
同

　

年
に
筑
紫
高
校
の
校
長
に
栄

１３転
さ
れ
ま
し
た
が
、
翌　

年
に

１４

母
校
第　

代
校
長
と
し
て
戻
っ

２６

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
に
い
つ
も
温
か
い

日下部成邦元校長

建築中の国会議事堂＝絵はがき 鞄いっぱいの吉田コレクション

原爆投下前の広島県商品陳列所
（原爆ドーム）＝絵はがき

　

平
成　

年
度
同
窓
会
定
期
総
会

２６

が
、　

回
生
に
よ
る
周
到
な
準
備

３７

を
経
て
平
成　

年
６
月
７
日
ホ
テ

２６

ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
博
多
で
、
千

人
規
模
の
同
窓
生
の
参
加
を
得
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
様
か
ら
も
称
賛
の

声
を
た
く
さ
ん
頂
戴
し
て
お
り
ま

す
。
中
で
も
、
東
野
利
夫
氏
（
中

　

）
か
ら
は
年
配
者
の
席
に
ド
ク

１３タ
ー
を
配
置
す
る
な
ど
の
配
慮
を

平
成　
年
度
総
会
開
催

２６

し
て
く
れ
た
こ
と
に
対
し
お
礼
の

言
葉
を
い
た
だ
き
、
教
育
支
援
基

金
へ
の
寄
付
を
申
し
出
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
定
期
総
会
が
よ
り

盛
会
と
な
る
よ
う
同
窓
生
の
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
度
の
総
会
は
平
成

　

年
５
月　

日
（
土
）
の
開
催
と

２７

３０

な
り
ま
す
。

千
人
規
模
で
盛
大
に

　

以
前
か
ら
還
暦
を
迎
え
た
同
窓

生
に
は
、
総
会
の
席
で
湯
飲
み
茶

わ
ん
や
飾
り
皿
な
ど
の
記
念
品
が

贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
平
成　

年
２０

度
の
総
会
か
ら
は
、「
祝
還
暦
」

「
祝
喜
寿
」「
祝
米
寿
」
と
墨
書
し

た
長
寿
祝 
扇  
子 
（
飾
り
ス
タ
ン
ド

せ
ん 
す

付
）
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
中
学
と
高
校
の
校
章

を
組
み
合
わ
せ
た
デ
ザ
イ
ン
に

な
っ
て
い
て
、
裏
面
に
中
学
と
高

校
の
校
歌
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。 　

平
成　

年
度
総
会
か
ら
喜
寿
は

２５

高　

回
ま
で
と
し
、
新
た
に
古
稀

１３
（
高　

回
以
降
）
と
傘
寿
が
加
わ

１４

り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
頃
か
ら

壇
上
で
集
合
記
念
写
真
を
撮
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
長
寿
扇

子
は
定
期
総
会
の
ほ
か
、
各
支
部

の
総
会
に
出
席
さ
れ
た
該
当
回
の

同
窓
生
に
も
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
希
望
者
に
は
実
費
で
お

わ
け
し
て
い
ま
す
。

加
藤
久
嘉
（
定　

）
１５

該
当
卒
業
生
に
贈
ら
れ
る

〝
長
寿
扇
子
〟

人
生
の
節
目
に〝
長
寿
扇
子
〟

総
会
席
上
で

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
こ
れ
ま

で
の
募
金
総
額
は
４
３
０
万

２
８
１
８
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

▽
中
村
佳
容
子
（
高　

）
３７

２
回
▽
土
師
政
敏
（
定　

）
１０

▽
江
濱
義
博
（
高　

）
３３

　

▽
松
本
精
一
郎
（
高　

）
１４

▽
東
野
利
夫
（
中　

）
▽
榎

１３

本
秀
伸
（
高　

）
１７

　

▽
渡
邉
博
志
（
高　

）
▽

３４

寿
賀
記
念
者
一
同
▽
竜
口
和

美
（
高　

）
２４

　

▽
関
西
支
部
総
会
出
席
者

有
志
▽
富
田
紘
（
高　

）
▽

１２

加
藤
久
嘉
（
定　

）
▽
勝
野

１５

雅
弘
（
高　

）
▽
定
期
総
会

２２

実
行
委
員
会
（
高　

）
３７

　

今
後
と
も
ご
支
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

教
育
支
援
基
金

受
付
名
簿

（
平
成　

年
４
月
１
日
～

２６

　

平
成　

年　

月　

日
・

２６

１１

３０

　

掲
載
は
受
付
順
、
敬
称
略
）

　

平
成　

年
３
月
に
脳
出
血
で

１７

倒
れ
右
半
身
に
ま
ひ
が
残
り
ま

し
た
が
、
懸
命
の
リ
ハ
ビ
リ
と

生
来
の
記
者
魂
で
、
不
自
由
な

手
で
同
窓
生
に
会
報
へ
の
原
稿

依
頼
を
し
て
は
、
そ
の
背
景
解

説
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

先
輩
の
記
事
は
、
硬
派
を
思

わ
せ
る
難
解
な
熟
語
や
漢
字
を

多
用
す
る
独
特
の
文
体
で
し
た
。

　

お
断
り
し
て
ル
ビ
を
振
っ
た

り
記
事
の
末
尾
に
語
句
の
説
明

を
付
け
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
字
句
に
関
し
て
は
非
常
に

厳
格
で
随
分
と
教
え
ら
れ
ま
し

た
。

　

大
谷
先
輩
を
し
の
び
謹
ん
で

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

加
藤
久
嘉
（
定　

）
１５

　

闘
病
中
も
筑
中
関
係
者
に
投

稿
を
呼
び
か
け
、
自
ら
筆
を
入

れ
て
出
稿
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
会
報
委
員
一
同
）

　

大
谷
希
幸
会
報
委
員（
中　
・１８

高
１
）
が
平
成　

年
７
月　

日

２６

２８

肺
炎
に
よ
り
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
年
２
月
に
２
回
目
の
脳
出

血
に
襲
わ
れ
闘
病
中
で
し
た
。

享
年　

。
大
谷
先
輩
は
元
読
売

８５

新
聞
記
者
で
、
豊
富
な
取
材
経

験
を
生
か
し
て
、
平
成
６
年
の

会
報　

号
編
集
か
ら
委
員
と
し

１５

て
取
材
や
編
集
に
携
わ
っ
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

　
「
吾
が
良
き
筑
中
随
想
」「
女

タ
ー
ザ
ン
の
筑
紫
丘
物
語
」「
こ

ん
に
ち
は
お
元
気
で
す
か
」
な

ど
と
い
っ
た
シ
リ
ー
ズ
物
や
筑

中
同
窓
生
の
記
事
は
好
評
で
し

た
。 大

谷
希
幸

　

会
報
委
員
逝
去

記念館収蔵品紹介⑤
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佳
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嫁

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加
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嘉
嘉
嘉
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嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

郷
土
研
究
部
部
長

２
年
１
組
小
﨑
昇
平

　

部
員
は
３
人
し
か
お
ら
ず
存
在

感
の
希
薄
な
郷
土
研
究
部
だ
が
、

か
つ
て
は
最
大　

人
ほ
ど
の
部
員

30

を
抱
え
て
活
発
に
活
動
を
行
っ
て

い
た
。 
甕
棺 
は
そ
の
頃
に
誰
か
が

か
め
か
ん

持
ち
込
ん
だ
ら
し
い
。
記
録
が

ま
っ
た
く
残
っ
て
い
な
い
の
で
正

確
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。

　

そ
の
後
、
郷
土
研
究
部
の
活
動

は
下
火
に
な
り
、
甕
棺
は
長
ら
く

放
置
さ
れ
て
い
た
が
、
一
昨
年
素

晴
ら
し
い
先
輩
が
現
れ
た
。
そ
の

先
輩
は
甕
棺
の
復
元
に
並
々
な
ら

ぬ
関
心
を
持
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
情
報
を
参
考
に
試
行
錯
誤

を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
復
元
の
方

法
を
編
み
出
し
た
。
そ
し
て
、
と

う
と
う
甕
棺
の
復
元
を
完
成
さ
せ

て
し
ま
っ
た
。

　

そ
の
先
輩
が
引
退
し
た
後
、
さ

ら
に
別
の
甕
棺
を
復
元
す
る
こ
と

に
な
り
、
私
は
あ
ま
り
深
く
考
え

ず
引
き
受
け
た
。
復
元
の
手
順
は

先
輩
の
方
法
に
従
い
、
破
片
の
接

合
箇
所
を
見
つ
け
て
は
、
そ
の
都

度
セ
メ
ダ
イ
ン
Ｃ
で
少
し
ず
つ
組

み
上
げ
て
い
っ
た
。
い
く
つ
か
の

大
き
な
パ
ー
ツ
に
分
け
て
組
み
立

て
、
最
後
に
一
つ
に
す
れ
ば
完
成

で
あ
る
。
実
際
に
は
接
合
す
る
場

所
を
間
違
え
た
り
、
う
っ
か
り

パ
ー
ツ
を
落
と
し
て
割
っ
た
り
し

て
、
手
間
取
っ
た
が
何
と
か
完
成

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

完
成
後
、
甕
棺
は
九
州
国
立
博

物
館
の
特
別
展
に
展
示
さ
れ
、
そ

れ
に
関
連
し
て
テ
レ
ビ
や
新
聞
で

も
紹
介
さ
れ
た
。
多
く
の
人
に
復

元
し
た
甕
棺
を
見
て
も
ら
い
、
大

変
う
れ
し
く
思
っ
た
。

郷
土
研
究
部
顧
問　
久
我
純
一

　

甕
棺
復
元
の
き
っ
か
け
は
、
部

室
の
引
っ
越
し
と
出
会
い
で
し
た
。

部
員
が
い
な
か
っ
た
時
に
手
伝
っ

て
く
れ
た
女
子
生
徒
の
、
歴
史
に

対
す
る
好
奇
心
と
が
ん
ば
り
で
し

た
。
そ
の
思
い
が
元
部
員
に
よ
る

二
つ
目
の
甕
棺
復
元
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
二
基
の
甕
棺
が
「
全
国

高
等
学
校
考
古
名
品
展
」
で
、
九

州
国
立
博
物
館
に
展
示
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
時
、
訪
れ
た
方
々
が

「
高
校
生
が
復
元
し
た
ん
で
す
か
。

す
ご
い
で
す
ね
」
と
、
言
っ
て
く

だ
さ
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
言
葉

を
励
み
に
部
室
に
眠
っ
て
い
る
資

料
に
光
を
あ
て
、
歴
史
の
ロ
マ
ン

を
生
徒
と
共
に
感
じ
、
感
動
を
分

か
ち
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

復
元
し
た
甕
棺

九
国
博
に
展
示

甕棺を復元した
小﨑昇平君（下）

　
出
場
メ
ン
バ
ー

３
年　
徳
勝
有
紀
・
坂
根
慶
俊

２
年　
瀬
戸
口
真
悠
・
日
髙
元
樹

　
　
　
江
川
智
一

　

平
成　

年
６
月　

日
（
日
）、
第

２６

１５

　

回
全
国
高
等
学
校
俳
句
選
手
権

１７大
会
の
福
岡
大
会
で
優
勝
し
た
こ

と
で
、
筑
紫
丘
高
校
初
の
全
国
大

会
出
場
権
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で

き
、
さ
ら
に
左
の
作
品
で
最
優
秀

賞
を
頂
き
ま
し
た
。

　
つ
ば
く
ら
め
ひ
こ
う
き
雲
を

　
追
い
こ
し
て

瀬
戸
口
真
悠

　

そ
し
て
８
月　

日
か
ら　

日
に

２２

２４

わ
た
っ
て
、
愛
媛
県
松
山
市
に
て

開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
向
か
い

ま
し
た
。
地
方
大
会
か
ら
約
２
カ

月
の
間
毎
日
俳
句
を
詠
み
続
け
、

鑑
賞
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
練
習
に
取
り

組
む
こ
と
で
メ
ン
バ
ー
全
員
の
技

術
や
感
性
は
さ
ら
に
磨
か
れ
ま
し

た
が
、
全
国
大
会
の
レ
ベ
ル
は
と

て
も
高
く
、
惜
し
く
も
予
選
リ
ー

グ
敗
退
と
い
う
結
果
に
終
わ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
光
栄
に
も
、
次

の
作
品
が
最
優
秀
賞
に
次
ぐ
優
秀

賞
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
青
春
っ
て
何
だ
私
だ
炎
天
下

徳
勝
有
紀

　

こ
の
俳
句
を
含
む
筑
紫
丘
高
校

文
芸
部
の
俳
句
は
、
個
人
が
詠
ん

だ
も
の
を
メ
ン
バ
ー
全
員
で
よ
り

美
し
い
音
や
表
現
、
情
景
は
な
い

か
と
追
求
し
続
け
た
こ
と
で
生
ま

れ
た
も
の
で
す
。
大
会
で
行
わ
れ

る
鑑
賞
デ
ィ
ベ
ー
ト
で
は
、
俳
句

を
詠
む
全
国
の
高
校
生
と
そ
の
追

求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
貴
重
な
経
験
か
ら
、
多
く

の
作
品
や
意
見
に
触
れ
る
こ
と
で

さ
ら
な
る
上
達
に
つ
な
が
る
と
い

う
こ
と
を
実
感
し
、
俳
句
を
詠
む

だ
け
で
な
く
、
鑑
賞
や
意
見
交
換

も
心
か
ら
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

大
会
の
過
程
に
よ
っ
て
得
ら
れ

た
感
性
や
技
術
だ
け
で
は
な
く
、

大
会
を
通
し
て
知
っ
た
仲
間
や
相

手
と
の
交
流
、
協
力
の
大
切
さ
を

生
か
し
て
過
ご
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

全国俳句選手権の会場＝松山市

２
年　
組　
樋
口　
颯
人

１１

　

こ
の
度
、
わ
れ
わ
れ
百
人
一
首

部
は
私
（
四
将
）
と
田
中
（
六
将
）

の
２
人
が
九
州
大
会
に
出
場
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
大
会
は

団
体
戦（
１
チ
ー
ム
８
人
で
構
成
）

形
式
で
行
わ
れ
、
福
岡
県
か
ら
は

筑
紫
女
学
園
高
校
（
福
岡
Ａ
）、
福

岡
大
大
濠
高
校
（
福
岡
Ｂ
）、
そ
し

て
福
岡
県
連
合
チ
ー
ム（
福
岡
Ｃ
）

の
３
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
の
予
選
リ
ー
グ
を
突
破

し
、
２
日
目
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
で
は
、
各
県
の
強
豪
チ
ー
ム
ば

か
り
が
や
は
り
残
っ
て
い
ま
し
た

が
、
チ
ー
ム
の
み
ん
な
と
倒
し
、

九
州
№
1
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
私
と
田
中
は
チ
ー
ム
に
大

い
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

こ
の
功
績
は
来
年
の
「
か
る
た

の
甲
子
園
」
と
も
呼
ば
れ
る
高
校

選
手
権
団
体
戦
（
毎
年
筑
紫
女
学

園
高
校
が
出
場
権
を
勝
ち
取
っ
て

い
る
）
や
、
高
文
祭
に
向
け
て
わ

が
百
人
一
首
部
に
よ
き
刺
激
に

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

福
岡
Ｃ
チ
ー
ム
（
内
、
樋
口
颯
人
と
田
中
琢
朗
）
優
勝

第
４
回
九
州
地
区
高
等
学
校
小
倉
百
人
一
首
か
る
た
競
技
大
会

２
年　

組　

樋
口
颯
人（
右
）

１１

１
年
２
組　

田
中
琢
朗（
左
）

　
３
年　
組　
清
田
薫

１０

　

７
月
、
僕
は
つ
い
に
目
標
と
し

て
い
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
舞
台
に

立
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
初
め

て
経
験
す
る
全
国
の
舞
台
。
今
ま

で
と
は
比
べ
よ
う
に
な
ら
な
い
ほ

ど
の
緊
張
。
こ
れ
が
日
本
一
を
決

め
る
舞
台
な
の
だ
な
と
あ
ら
た
め

て
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
迎
え
た
本
番
、
思
う
よ
う
に
は

い
か
な
い
レ
ー
ス
、
縮
ま
ら
な
い

相
手
と
の
距
離
、
完
全
な
敗
北
で

し
た
。
勝
ち
た
か
っ
た
…
。
本
当

に
悔
し
か
っ
た
で
す
。
し
か
し
、

い
い
経
験
が
で
き
ま
し
た
。
絶
対

次
に
つ
な
げ
ま
す
！
こ
こ
ま
で
来

ら
れ
た
の
は
先
生
方
の
ご
指
導
や

仲
間
と 
切
磋
琢
磨 
し
な
が
ら
過
ご

せ
っ
さ
た
く
ま

し
た
日
々
、
応
援
し
て
く
れ
た
友

達
・
先
輩
方
、
そ
し
て
１
年
し
か

所
属
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
サ
ッ

カ
ー
部
で
養
っ
て
も
ら
っ
た
体
力

や
負
け
ん
気
の
お
か
げ
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
ど
れ
か
一
つ
で

も
欠
け
て
い
て
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

に
行
け
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

支
え
て
く
れ
た
全
て
の
人
に
は
感

謝
し
て
も
し
き
れ
ま
せ
ん
。
今
ま

で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

周
年
を
迎
え
た

３０関
西
支
部
同
窓
会

　

第　

回
関
西
支
部
総
会
・
親
睦

３１

の
集
い
は
、
平
成　

年　

月　

日

２６

１０

１９

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪
に
て
、

１
１
２
人
の
参
加
を
得
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
続
い
て
行
わ
れ
た
親
睦

の
集
い
で
は
、
同
世
代
で
の
歓
談

の
後
、
席
替
え
、
テ
ー
ブ
ル
対
抗

筑
高
ク
イ
ズ
「
現
役
筑
高
生
１
０

０
人
に
聞
き
ま
し
た
」、　

回
卒

３７

生
製
作
の
「
先
輩
か
ら
の
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
」（
タ
モ
リ
さ
ん
、
う

え
や
ま
と
ち
さ
ん
）
上
映
、
応
援

団
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
演
武
、
物
販
等
が

行
わ
れ
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。
ま
た
、
翌
日
は
ゴ
ル
フ

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
回　

周
年
記
念
行
事

３０

を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
O
B
の

み
な
ら
ず
学
校
関
係
者
、
現
役
筑

高
生
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。堤　

一
弘
（
高　

）
３２

文
芸
部

全
国
大
会
で

優
秀
賞
な
ど
好
成
績

陸
上
競
技
部

男
子
４
０
０
ｍ

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

丘
仁
志
会
同
窓
会

　

高
校　

回
生
「
丘
仁
志
会
」
の

２４

同
窓
会
が
、
平
成　

年　

月
１
日
、

２６

１１

筑
紫
野
市
・
二
日
市
温
泉
の
老
舗

旅
館
「
大
丸
別
荘
」
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。　

年
度
が
還
暦
を
迎
え

２５

る
特
別
な
年
と
し
て
、
同
窓
会
の

京
都
開
催
や
定
期
総
会
に
合
わ
せ

た
漫
画
家
う
え
や
ま
と
ち
氏
デ
ザ

イ
ン
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
製
作
な
ど
記
念

行
事
を
幾
つ
か
し
ま
し
た
の
で
、

今
年
は
通
常
年
に
戻
っ
て
の
開
催

で
し
た
。

　

当
番
幹
事
た
ち
の
工
夫
で
、
二

日
市
と
い
う
身
近
な
場
所
な
が
ら

宿
泊
も
可
能
な
形
式
で
の
実
施
と

な
り
ま
し
た
。
お
か
げ
で
関
東
や

南
九
州
か
ら
参
加
す
る
人
も
い
て

総
勢　

人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

５９

　

恩
師
の
原
勝
興
先
生
と
松
本
儀

正
先
生
に
も
出
席
し
て
い
た
だ
き
、

そ
の
若
々
し
い
お
姿
に
参
加
者
一

同
感
心
し
た
も
の
で
し
た
。

　

音
楽
好
き
な
男
性
５
人
の
「
丘

仁
志
バ
ン
ド
」
の
演
奏
や
、
女
子

に
よ
る
『
卒
業
写
真
』
の
大
合
唱

な
ど
、
修
学
旅
行
気
分
の
ノ
リ
で

時
間
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

　

毎
月　

日
に
集
ま
る
月
例
会
も

２４

２
年
以
上
続
い
て
お
り
、
学
年
の

結
束
の
深
ま
り
を
感
じ
さ
せ
る
同

窓
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
会
長　

山
口
吉
則
）

同窓生のジャズバンドで、
参加者のノリは最高潮に−−

　

恒
例
の
筑
中
・
筑
高
同
窓
会

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
前
年
に
引
き

続
き
「
筑
紫
ケ
丘
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
」
で
１
１
７
人
（　

組
）
の

３４

参
加
の
も
と
、
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
絶
好
の
秋
晴
れ
に
恵

ま
れ
、
午
前
８
時
の
ス

タ
ー
ト
か
ら
順
調
に
ラ

ウ
ン
ド
が
進
み
、
全
員
無

事
に
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
門
司
会

長
の
挨
拶
の
後
、
表
彰
式

に
移
り
、
有
志
の
方
々
か

ら
の
賞
品
提
供
も
あ
り
、

会
場
も
大
い
に
盛
り
上

が
り
、
校
歌
斉
唱
の
後
、

散
会
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
成
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

▽
優
勝 
田
邊
正
光
（
中　

）
▽

１８

準
優
勝 
林
田
公
夫
（
高　

）
▽

１６

３
位 
岸
川
純
（
高　

）
２４

▽
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス 
中
村
悦
治

（
高　

）
で
し
た
。

２３

（
事
務
局
）

第　

回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催

２３

優勝した田邊正光さん（左）。右は門司会長
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教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
「
嘉
永
六

癸
丑
年
秘
記
御
当
番
」
と
題
さ
れ

た
日
記
の
解
読
を
始
め
た
。

　

日
記
の
主
は
、
福
岡
藩
筆
頭
家

老
黒
田
播
磨
（
溥
整
）。
嘉
永
6
年

と
い
う
と
6
月
に
ぺ
リ
ー
が
浦
賀

に
、7
月
に
は
ロ
シ
ア
の
プ
チ
ャ
ー

チ
ン
が
長
崎
に
来
航
し
て
通
商
を

迫
っ
た
年
だ
。
福
岡
藩
は
ど
ん
な

動
き
を
し
た
の
か
興
味
津
々
で
読

ん
だ
。
記
載
は
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
て
、
様
々
な
案
件
や
報
告
が
播

磨
の
元
に
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

藩
士
の
改
名
や
任
免
、
金
山
の

開
発
、世
子
の
お
国
入
り
、長
崎
警

衛
、
江
戸
や
長
崎
の
藩
邸
と
の
連

絡
等
と
い
っ
た
業
務
の
他
に
、
殺

人
、火
災
、出
奔
、行
き
倒
れ
、徘
徊

老
人
、
密
通
な
ど
の
市
井
の
細
々

が
、
細
字
で
記
録
さ
れ
て
い
る
。

登
場
人
物
だ
け
で
も
5
9
6
人
。

　

城
中
で
出
さ
れ
た
料
理
も
細
か

く
記
録
し
、
中
に
は
箸
も
つ
け
ず

に
土
産
に
持
ち
帰
っ
て
い
る
。

　

福
岡
藩
の
執
政
を
預
か
る
播
磨

は
こ
の
年　

歳
。
こ
の
歳
の
私
は

36

何
を
し
て
い
た
だ
ろ
う
か
。

　

肝
心
の
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
来
航
の

対
応
だ
が
、「
以
後
之
儀
ハ
別
記

有
之
」
と
別
冊
に
な
っ
て
い
て
現

在
解
読
中
で
あ
る
。
解
読
し
た
日

記
は
、
幕
末
史
研
究
の
資
料
と
し

て
、
参
考
図
書
を
借
り
た
母
校
図

書
館
を
は
じ
め
、
公
共
の
図
書
館

や
研
究
機
関
へ
寄
贈
し
た
。
書
名

は
「
福
岡
藩
家
老
黒
田
播
磨
（
溥

整
）
日
記
」。
ち
な
み
に
、
勉
強
会

の
会
長
は
高
3
回
の
M
大
先
輩
。

ボ
ケ
防
止
な
ど
と
言
え
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。　

H
・
K
（
定　

）
15

宴座
　

数
年
前
ボ
ケ
防
止

を
兼
ね
て
古
文
書
解

読
講
座
を
受
講
し
た
。

　

そ
の
後
、
受
講
生

で
会
を
作
り
先
達
に

　

空
襲
で
日
本
中
が
焦
土
と
化
し
、

そ
れ
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
広
島
、

長
崎
へ
の
原
爆
投
下
。
刀
折
れ
矢

尽
き
て
、
昭
和　

年
８
月　

日
に

20
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終
戦
を
迎
え
た
。

　

平
和
を
得
た
。
福
岡
市
内
は
ポ

ツ
ン
ポ
ツ
ン
と
焼
け
残
っ
た
ビ
ル

が
墓
石
の
よ
う
に
立
ち
、
博
多
湾

ま
で
一
望
で
き
る
一
面
の
焼
け
野

原
で
、
市
内
電
車
が
申
し
訳
な
さ

そ
う
に
走
っ
て
い
た
。
学
徒
動
員

で
軍
需
工
場
で
働
い
て
い
た
わ
れ

わ
れ
は
本
来
の
学
生
に
戻
っ
た
。

中
学
３
年
の
２
学
期
で
あ
っ
た
。

　

た
だ
し
、
飛
行
場
造
り
、
農
作

業
の
手
伝
い
、
そ
の
他
の
勤
労
奉

仕
と
軍
事
訓
練
に
明
け
暮
れ
、
勉

強
不
得
手
の
私
に
は
、
教
科
の
一

挙
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
戸
惑
い
も

あ
っ
た
。
第
一
、
教
科
書
が
な
く
、

支
給
さ
れ
る
自
分
で
製
本
す
る
新

聞
紙
大
の
刷
り
物
も
、
進
駐
軍
に

遠
慮
し
て
か
、
こ
こ
は
不
適
切
、

あ
れ
も
ダ
メ
と
墨
で
真
っ
黒
に
塗

り
潰
し
て
あ
っ
た
。

　

悲
嘆
に
く
れ
る
日
本
人
に
笑
顔

と
や
る
気
、
勇
気
を
も
た
ら
し
た

の
は「
リ
ン
ゴ
の
唄
」。
フ
ジ
ヤ
マ

の
ト
ビ
ウ
オ
と
い
わ
れ
た
日
大
の

古
橋
、
ラ
イ
バ
ル
の
慶
応
の
橋
爪

の
両
選
手
は
泳
ぐ
た
び
に
世
界
新

を
出
す
活
躍
で
あ
っ
た
。　

　

も
う
一
つ
焼
け
跡
か
ら
萌
え
出

す
草
の
よ
う
に
全
国
に
広
が
り
、

は
や
っ
た
の
が
野
球
で
あ
る
。
わ

れ
わ
れ
も
昼
休
み
は
む
ろ
ん
、
授

業
と
授
業
の
間
の　

分
そ
こ
ら
の
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休
憩
時
間
に
も
、
手
製
の
ボ
ー
ル

に
バ
ッ
ト
と
素
手
の
、
俗
に
い
う

一
銭
野
球
に
興
じ
、
熱
中
し
た
も

の
だ
。

　

少
年
期
の
食
べ
盛
り
に
ろ
く
な

物
し
か
食
べ
て
い
な
い
の
に
、
級

友
達
と
投
げ
、
打
ち
、
走
る
激
し

い
ス
ポ
ー
ツ
に
喜
々
と
し
て
元
気

に
や
れ
た
も
の
だ
と
思
う
。
裏
を

返
せ
ば
す
き
っ
腹
を
忘
れ
る
た
め

に
熱
中
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

筑
中
野
球
部
も
活
動
を
始
め
、

河
野
昭
修
投
手
（
の
ち
西
鉄
ラ
イ

オ
ン
ズ
）
の
修
猷
館
と
も
練
習
試

合
を
し
た
。

　

当
時
の
メ
ン
バ
ー
は
左
翼
手
の

松
村
選
手
を
除
き
、
一
年
上
の
５

年
生
（
中　

回
生
）
が
主
力
で
、

17

個
性
の
あ
る
選
手
が
多
く
、
チ
ャ

ン
ス
に
強
く
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
と

れ
て
い
た
。

　

昭
和　

年
に
は
甲
子
園
（
当
時

21

は
西
宮
球
場
）
へ
の
道
も
復
活
し
、

県
予
選
も
簑
原
宏
選
手
（
の
ち
南

海
ホ
ー
ク
ス
）
の
投
打
に
わ
た
る

活
躍
も
あ
り
、
一
戦
一
戦
と
勝
ち

進
ん
だ
。
同
時
に
、
下
校
時
に
は

張
り
番
が
立
ち
、
応
援
の
練
習
を

〝
強
制
〟さ
れ
た
。
け
だ
し
、
準
々

決
勝
戦
に
進
む
こ
ろ
に
は
全
校
生

徒
が
自
発
的
に
参
加
し
、
熱
を
帯

び
て
い
っ
た
。

　

圏
東
宝
満　

西
脊
振
…
の
校
歌
、

圏
聴
け
玄
海
の
波
洗
う
…
の
応
援

歌
は
も
ち
ろ
ん
、
同
級
生
の
藤
井

凡
大
君
（
１
年
か
ら
５
年
生
ま
で

級
長
を
し
た
秀
才
で
、
九
大
卒
後

N
H
K
の
人
形
劇
の
音
楽
を
担
当

す
る
な
ど
音
楽
界
で
活
躍
）
の
作

詞
作
曲
に
よ
る
応
援
歌（
注
）を
練

習
し
た
。

　

筑
中
野
球
部
は
福
岡
県
代
表
を

決
め
る
優
勝
戦
に 
駒 
を
進
め
た
。

こ
ま

相
手
は
小
倉
中
学
。
香
椎
球
場
で

の
試
合
は
、
１
点
リ
ー
ド
し
て
優

位
に
立
っ
た
が
、
途
中
降
雨
で
中

止
。
再
試
合
で
、
小
倉
の
畑
間
─

原
の
バ
ッ
テ
リ
ー
に
負
け
た
。
残

念
無
念
、
惜
し
か
っ
た
。
雨
さ
え

降
ら
な
か
っ
た
ら
と
不
運
を
嘆
き
、

未
練
に
思
っ
た
の
は
私
だ
け
だ
っ

た
だ
ろ
う
か
。

　

小
倉
中
学
は
翌
年（
中
学
最
後
）、

翌
々
年
（
高
校
最
初
）
の
県
代
表

と
な
り
、
甲
子
園
で
福
島
投
手
が

対
戦
校
全
て
を
完
封
し
て
、
２
年

連
続
全
国
制
覇
の
大
偉
業
を
成
し

遂
げ
た
こ
と
は
み
ん
な
の
知
る
と

こ
ろ
で
、
福
岡
県
代
表
と
し
て
大

い
に
称
賛
し
た
い
。

　

数
年
後
、
オ
ド
ウ
ー
ル
監
督
率

い
る
マ
イ
ナ
ー
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
・
シ
ー
ル
ズ
が
来
日
、
日
本

の
プ
ロ
と
対
戦
し
た
が
、
日
本
の

チ
ー
ム
は
ど
こ
も
勝
て
な
か
っ
た
。

唯
一
、
筑
中
（
９
回
卒
）
出
身
の

先
輩
、
下
手
投
げ
の
武
末
悉
昌
投

手
（
南
海
ホ
ー
ク
ス
、
西
鉄
ラ
イ

オ
ン
ズ
）
だ
け
が
好
投
し
た
の
を

誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

（
注
）

　

圏
筑
中
の
野
球
部
は

　
　

時
計
の
針
よ

　
　

何
時
も
勝
ち
勝
ち

　
　

音
が
す
る　

ソ
レ
！

　
　

今
度
も
勝
っ
た　

　
　

又　

勝
っ
た

　
圏
道
祖
神
社
の
神
主
が

　
　

お
み
く
じ
引
い
て

　
　

言
う
こ
と
に
ゃ

　
　

今
度
の
試
合
は

　
　

筑
中
の
勝
ち
勝
ち

　　
　

も
し
も
筑
中
が
負
け
た
な
ら

　
　

電
信
柱
に
花
が
咲
き

　
　

絵
に
描
い
た
達
磨
さ
ん
が

　
　

下
駄
は
い
て
踊
り
出
す

　
社
会
の
一
線
で
活
躍
し
て

い
る
卒
業
生
を
講
師
に
招
い

た「
社
会
人
講
話
」は
、例
年
、

５
月
下
旬
─
６
月
上
旬
に
開

か
れ
る
同
窓
会
総
会
当
日
の

午
前
中
に
行
わ
れ
る
。

　
業
種
の
異
な
る
講
師
陣
は

　

人
程
度
。講
師
自
身
の
仕

２５

事
の
内
容
や
高
校
時
代
の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
、　
分
に
わ
た
っ
て
話
す
。対
象

９０

は
、１
、２
年
生
全
員
で
、そ
れ
ぞ
れ
が
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ
、講
師
を
選
ぶ
。

　
先
輩
の
生
の
話
を
聞
い
て
、将
来
の
進
路
選
択
の
参
考
に
し
て
も
ら
う
と
と

も
に
、学
校
生
活
の
ヒ
ン
ト
な
ど
を
得
て
も
ら
う
の
が
狙
い
。

　

昨
年
、
夏
か
ら
晩
秋
に
か
け
て

福
岡
女
子
大
名
誉
教
授
の
秋
枝
蕭

子
さ
ん
の
聞
き
書
き
を
新
聞
で
連

載
し
た
。「
女
性
の
輝
く
時
代
」

「
女
性
活
躍
」
と
最
近
、
耳
に
す

る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
し
っ
く

り
こ
な
い
。
戦
時
中
、
旧
制
帝
国

大
学
に
女
性
で
入
り
現
在　

歳
の
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秋
枝
さ
ん
の
話
か
ら
日
本
の
女
性

の
歩
み
を
辿
ろ
う
と
考
え
た
。

　

私
は
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
施

な
い
と
い
う
不
文
律
が
あ
っ
た
。

中
学
校
で
ホ
ル
ン
や
ト
ロ
ン
ボ
ー

ン
を
吹
い
て
い
た
女
子
は
、
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
な
ど
木
管
楽
器
に
転
向

さ
せ
ら
れ
た
。
福
岡
に
は
全
国
大

会
常
連
の
私
立
女
子
校
が
あ
り
、

女
子
が
金
管
楽
器
に
不
向
き
で
な

い
こ
と
は
歴
然
と
し
て
い
た
。
そ

れ
で
も
「
伝
統
だ
か
ら
」
と
先
輩

た
ち
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
結

局
、
私
た
ち
の
学
年
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
取
る
よ
う
に
な
る
ま
で

不
文
律
は
続
い
た
。

　

音
楽
部
の
行
事
は
女
子
が
必
ず

弁
当
を
作
る
決
ま
り
で
、
体
育
祭

も
裁
縫
係
は
女
子
。
不
器
用
で
家

事
の
手
伝
い
を
あ
ま
り
し
な
い
私

に
は
苦
痛
で
仕
方
な
か
っ
た
。

　

昨
年
６
月
、
高
校
の
社
会
人
講

話
で
話
し
た
。
こ
の　

年
ほ
ど
東

10

京
勤
務
か
ら
釜
山
、
ソ
ウ
ル
の
特

派
員
と
な
り
、
帰
国
後
、
北
朝
鮮

で
も
取
材
し
た
体
験
を
中
心
に
高

校
時
代
の
こ
と
に
も
触
れ
た
。
昔

話
と
笑
わ
れ
る
と
思
っ
た
が
、
生

徒
の
感
想
文
に
私
と
同
様
の
窮
屈

さ
を
綴
っ
た
も
の
が
あ
っ
た
。

　

理
不
尽
と
は
い
え
、
私
に
と
っ

て
は
自
分
が
置
か
れ
た
社
会
的
状

況
を
考
え
、
今
の
仕
事
を
選
ぶ

き
っ
か
け
と
な
っ
た
経
験
で
あ
る
。

冒
頭
の
連
載
の
動
機
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。
高
校
は
友
人
、
恩

師
か
ら
自
分
が
い
か
に
狭
い
枠
の

中
で
思
考
し
て
い
る
か
を
教
え
て

も
ら
い
、
人
生
の
指
針
を
得
た
場
。

後
輩
に
は
英
国
の
詩
人
ロ
バ
ー

ト
・
ヘ
リ
ッ
ク
の
一
編
か
ら
言
葉

を
贈
っ
た
。
瀬
戸
内
寂
聴
、
藤
原

新
也
の
往
復
書
簡
集
の
題
に
も

な
っ
て
い
る
。「
若
き
日
に
薔
薇

を
摘
め
」。　

代
に
大
い
に
悩
み
、

10

挑
戦
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
だ
。

（
西
日
本
新
聞
記
者
）

「
県
代
表
に
一
番

近
か
っ
た
野
球
部
」

文
・
安
川
孝（
中　

）　

資
料
・
高
橋
寿（
中　

）

18
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回想

紅
の
濃
い
こ
の
小
ぶ
り
な
桜
は
、

ど
こ
と
な
く
少
女
を
思
わ
せ
る
よ

う
な
可
憐
な
風
情
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
「
丘
女
会
」
の
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
作
成
の
ご
依
頼
を
受

け
、
お
か
め
桜
を
意
匠
に
取
り
入

れ
る
案
を
頂
戴
し
ま
し
た
。「 
豊

か
な
教
養
・
理
知
に
富
ん
だ
善
良

な
教
育
」。
ま
さ
に
丘
女
の
目
指

す
に
ふ
さ
わ
し
い
花
言
葉
を
も
つ

こ
の
桜
と
、
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｅ
の
Ｏ
の

字
形
か
ら
、
人
の
和
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
デ
ザ
イ
ン
を
意
図
し
ま
し
た

が
、
込
め
た
思
い
が
も
う
ひ
と
つ
。

　

二
〇
一
四
年
は
パ
キ
ス
タ
ン
の

少
女
、
マ
ラ
ラ
・
ユ
ス
フ
ザ
イ
さ

ん
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
。

「 
教
育
を
受
け
た
い
、
学
ん
で
得

た
も
の
で
イ
ス
ラ
ム
の
女
の
子
た

ち
も
教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

尽
力
し
た
い
」
と
、
命
懸
け
で
訴

え
る
姿
は
世
界
の
人
々
の
心
を
打

ち
ま
し
た
。

　

彼
女
の
住
む
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ン
人

の
国
は
、「
男
の
子
が
生
ま
れ
る

と
祝
砲
を
上
げ
、
女
の
子
が
生
ま

れ
る
と
カ
ー
テ
ン
の
影
に
隠
す
」

社
会
。
日
本
と
い
う
国
に
い
れ
ば
、

教
育
は
受
け
ら
れ
て
当
然
、
学
ん

で
自
身
を
ど
う
利
す
る
か
と
い
う

発
想
に
偏
り
が
ち
で
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
教
育
を
う
け
る
こ
と
自

体
が
困
難
な
状
況
を
体
感
す
る
こ

の
た
っ
た
十
六
歳
の
彼
女
の
言
葉

は
、
受
け
た
教
育
を
ど
う
社
会
に

還
元
す
る
か
と
い
う
、
シ
ン
プ
ル

で
あ
り
な
が
ら
本
質
的
な
視
点
を

思
い
返
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
同
賞

の
候
補
に
は
ま
た
、
戦
争
放
棄
を

 
謳 
っ
た
憲
法
九
条
が
挙
が
っ
た

う
たこ

と
も
私
た
ち
に
そ
の
意
味
あ
い

の
深
さ
を
再
考
さ
せ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
た
か
だ
か
二
、
三
十

年
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
さ
え
、

当
時
の
社
会
は
間
違
っ
た
認
識
で

動
い
て
い
た
、
と
感
じ
る
よ
う
な

事
柄
が
多
々
あ
り
ま
す
。
し
か
し

只
中
に
い
る
と
、
そ
の
こ
と
に
気

付
く
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

未
来
の
人
々
に
と
っ
て
の
「
当
時

の
人
々
」
＝
私
た
ち
、
は
、
名
も

な
き
多
く
の
先
達
が
そ
の
努
力
の

集
積
の
上
に
残
し
て
く
れ
た
も
の

の
大
切
さ
を
意
識
し
、
少
し
で
も

何
か
を
進
め
て
次
の
世
代
に
渡
し

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

デ
ザ
イ
ン
に
、
平
和
な
世
界
、

命
育
む
地
球
の
姿
を
少
し
で
も
重

ね
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
母
校
美
術
教
諭
）

シ
ン
ボ
ル
は「
お
か
め
桜
」

「
丘
女
会
」だ
よ
り

安川 孝さん

高橋 寿さん

行
３
年
後
に
社
会
人
に
な
っ
た
。

先
に
新
聞
社
に
入
っ
た
大
学
の
先

輩
か
ら
「
女
は
１
人
し
か
採
ら
な

い
」
と
言
わ
れ
半
信
半
疑
で
入
社

試
験
を
受
け
た
が
、
結
果
は
同
期

　

人
の
う
ち
女
性
は
１
人
。
愕
然

30と
し
た
の
を
思
い
出
す
。

　

実
は
、
高
校
時
代
、
似
た
経
験

が
あ
る
。
音
楽
が
好
き
で
入
っ
た

音
楽
部
（
現
在
は
吹
奏
楽
部
）
で
、

金
管
楽
器
パ
ー
ト
に
女
性
を
入
れ

◆筑中先発メンバー
 打順
 １ ⑥川島
 ２ ④小副川
 ３ ⑤上野
 ４ ①簑原
 ５ ③丸林
 ６ ⑧松尾
 ７ ②長尾
 ８ ⑨行徳
 ９ ⑦松村

　

お
か
め
桜
を

ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
？
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
よ
り
も

桐
生
真
紀（
高　

）
３７
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